
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

レオナ

エルフ

射手

10

0

暗視、剣の加護/優しき水

女 18

魔物を倒したことがある
師と呼べる人物がいる
かつて信頼できる友人がいた

13

5

8

12 10 35 + 1 6

9 10 32 + 2 5

5 10 1

8 5 18 3

8 14 30 5

8 9 25 4

シューター

マギテック

スカウト

セージ

エンハンサー

10

9

1

9

2

鋭い目

弱点看破

マナセーブ

ターゲッティング

防具習熟A/非金属鎧

武器習熟A/ガン

射手の体術

防具習熟S/非金属鎧

2120

2121

2123

1-280

1-282

1-281

2-227

1-282

エルフ語

交易共通語

ドレイク語

ドワーフ語

汎用蛮族語

魔神語

魔動機文明語

魔法文明語

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

キャッツアイ

ガゼルフット

冒険者ランク

とんがり帽子

バレットポーチ

タイガーバンド

バックラー

デリンジャー

マギスフィア（中）

スカウト用ツール

700

50

50

50

50

50

100

50

1900 3000

0

0

0

10 16 15 11

タイガーバンド

バックラー

10

1

1

1

18

5

0

3

8シューター

デリンジャー

デリンジャー
射程10m,装填数2

射程10m,装填数2

1H

1H

1 1

1 1

17

17

10 15

10 15

冒険者セット

スカウト用ツール

アウェイクポーション

５点魔晶石x2

弾丸１２発x2

活性弾
60

3 36 108 18 8 50

14 6 13 14 54

魔動機術 9 14

とんがり帽子

マギスフィア（小）

マギスフィア（小）

マギスフィア（中）

疾風の腕輪

ガンベルト

バレットポーチ

巧みの指輪

魔物知識判定+1

知力+2（魔動機術の魔力）

弾丸12発

弾丸24発　※武器習熟ガンA要

冒険に出た理由　探している人がいる

ドーデン地方フレジア森林国の中にあるエルフの集落で生まれた。フレジアによくある一般的な集落で、他集落との交流はほどほどにあるも
のの国外との交流は皆無だった。
彼女はあまり妖精や幻獣といった自然の神秘に興味がなく、関心事が少ない幼少期を過ごした。そんな様子を見かねた両親は、なにか興味が
あるものを見つけてほしいと思い、首都・繋ぎの集落へ連れていく。その時、冒険者が持つ魔動機を初めて見た彼女は衝撃が走った。集落に
戻った後も忘れることができず、繋ぎの集落にあるマギテック協会の学校への入学を直訴する。なんとか説得に成功し、10歳での入学を目標
に、座学や射撃の練習（弓等で代用）、入学費のためのアルバイト（集落のお手伝い程度）と忙しくも充実した日々を過ごした。
10歳になり、入学試験にも合格して、晴れて魔道技師としての一歩を踏み出した。諸国に比べてフレジア森林国のマギテック協会は土地柄か
ら規模も施設も劣ってはいたが、良き師や友人にも巡り合えて、幸せな学生生活を送った。
高等部卒業を間近に控えた16歳の頃、大学に進学して更に魔動機の研究をしてみたいと考えていた彼女は、フレジア森林国の外で魔動機の本
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